
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
山梨県地方独立行政法人山梨県立病院機構　県立中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 16 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 622

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 39 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 輪 - 2 640

577

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 56,095 非該当 ７：１ 577 -

- 年度 平成22 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
　山梨県における高度急性期医療の基幹病院とし
て、ドクターヘリの運航、高度救命救急セン
ター、周産期母子医療センターの機能を担ってい
る。また、通院加療がんセンター及びゲノム解析
センターの活用並びに被災地に速やかに災害医療
チーム（DMAT）を派遣する体制を整え、県がん診
療拠点病院、難病医療拠点病院、基幹災害拠点病
院などの指定医療機関として、公的医療機関でな
ければ対応困難な高度・特殊・先駆的な医療を提
供し、県民の健康確保・増進の役割を担ってい
る。H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 92.6 94.5 97.1 98.3 97.8当該値 103.5 104.6 107.5 108.6 107.4 当該値 74.8 74.2 75.9 76.9 76.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 94.6 94.4 93.6 94.0 94.1平均値 101.1 100.3 99.8 100.1 100.0 平均値 80.7 80.7 79.5 79.9 80.2平均値 37.7 36.8 33.9 34.9 32.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　病床利用率は類似病院平均値を下回っており、
施設に見合う診療収入を得る取組について検討の
余地がある。
　職員給与費対医業収益比率は類似病院平均値を
下回っており、職員配置に見合う診療収入が得ら
れていると考えられる。
　入院患者1人1日当たり収益及び外来患者1人1日
当たり収益は類似病院平均値を上回っており、収
益が適切に確保されていると考えられる。
　材料費対医業収益比率は類似病院平均値を上
回っており、医薬品や医療材料の価格を抑える取
組について検討の余地がある。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30  有形固定資産減価償却率は類似病院平均値を下
回っており、また、器械備品減価償却率はほぼ平
均であるため、老朽化が際立って進行している状
況ではないと考えられる。ただ、ともに増加傾向
にあり、引き続き計画的な更新等を検討していく
必要がある。
　1床当たり有形固定資産は類似病院平均値を上
回っており、建設投資の規模が病床数に見合わず
過大となっているおそれがある。

H30 H26 H27 H28

26.5 32.7 30.1 30.7 31.637.6 当該値71,876 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 60,787 62,913 64,765 66,228

39.2 35.3 36.7 36.918,743 27,178 23,576 25,505 25,534 当該値

15,610 16,993 17,680 18,393

当該値 62,151 64,410 69,073 69,333

28.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率及び医業収支比率は類似病院平均
値を上回っており、医業活動は順調である。
　全体として経営の健全性・効率性は保たれてい
る。
　老朽化は際立って進行している状況ではない
が、引き続き計画的な更新等を検討していく必要
がある。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

48.3 平均値 26.3 27.5 27.4 27.819,207 平均値 48.7 48.5 49.2 48.768,751 平均値

H28 H29 H30

当該値 32.0 36.4 40.9 44.5 48.0 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

51,268,485 55,180,955 56,588,535 57,591,709 59,495,39868.8 当該値

平均値 50.7 51.3 51.2 52.0

50.6 48.9 57.2 63.6

55,620,96267.1 平均値 50,543,381 51,238,617 51,669,762 53,351,02852.5 平均値 62.6 64.1 64.3 66.0
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④病床利用率(％)
【74.9】
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③累積欠損金比率(％)
【64.1】
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.8】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】


